
 

平 成 ２ ４ 年  第 １ 回  

 

仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録  

 

 

 

平 成 ２ ４ 年 １ 月 ５ 日 (木 )開 催  

 

 

 

 

 

 

 

仙 北 市 農 業 委 員 会



平 成 ２ ４ 年  第 １ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 議 事 録  

１ ． 開 催 日 時  平 成 ２ ４ 年 １ 月 ５ 日 （ 木 ） 午 後 ３ 時 ０ ０ 分  

２ ． 開 催 場 所  仙 北 市 役 所 西 木 庁 舎 総 合 開 発 セ ン タ ー 集 会 室  

３ ． 出 席 委 員  (２ ５ 人 ) 

       １ 番  藤  村  紀  章       ２ 番  佐  藤    和  

       ３ 番  野  中  秀  人       ５ 番  糸  井    淳  

       ６ 番  倉  橋  重  基       ７ 番  新  山  昌  樹  

       ８ 番  大  山  久  雄      １ ０ 番  藤  川    栄  

      １ １ 番  黒  澤  龍  己      １ ２ 番  青  柳  良  成  

      １ ３ 番  真  崎  純  孝      １ ４ 番  高  橋  政  敏  

      １ ５ 番  門  脇  博  美      １ ６ 番  山  手  善  美  

      １ ７ 番  石 郷 岡  勇  一      １ ８ 番  千  葉  惣  永  

      １ ９ 番  佐  藤  善  栄      ２ ０ 番  藤  原  由  悦  

      ２ １ 番  田  村  博  美      ２ ２ 番  山  本    實  

      ２ ３ 番  佐  藤  孝  典      ２ ４ 番  藤  村  隆  清  

      ２ ５ 番  辻      均      ２ ６ 番  沢  山  純  一  

      ２ ７ 番  羽  川  正  幸  

４ ． 欠 席 委 員  (２ 人 ) 

       ４ 番  三  浦    猛       ９ 番  鈴  木  八 寿 男  

５ ． 議 事 日 程  

    第 １  開 会 宣 言                                 

第 ２  会 長 挨 拶                                 

第 ３  議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名                     

  第 ４  会 務 諸 報 告                                



  第 ５   

   １ ． 報   告  

     （ １ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て  

     （ ２ ） 農 地 法 第 ５ 条 許 可 申 請 の 取 下 書 に つ い て  

     （ ３ ） 平 成 ２ ４ 年 度 一 般 会 計 当 初 予 算 （ 農 業 委 員 会 費 ） の 要 求 に つ い て  

   ２ ． 議   事  

    （ １ ） 議 案 第 １ 号    

       農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て  

    （ ２ ） 議 案 第 ２ 号    

       農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て  

    （ ３ ） 議 案 第 ３ 号  

       農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定  

       に つ い て  

    （ ４ ） そ の 他  

  第 ６  閉    会  

 

６ ． 事 務 局 職 員  

    事 務 局 長  藤  原  一  良       補   佐  竹  下  義  博  

    主   任  藤  原  正  輝       主   任  小 木 田  満  洋  

７ ． 書    記  

        主   任  小 木 田  満  洋  

 

８ ． 議 事 録 署 名 員  

          １ 番  藤  村  紀  章         ２ 番  佐  藤    和  



 

９ ． 会 議 の 概 要  

 議   長    た だ 今 か ら 平 成 ２ ４ 年 第 １ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま す 。  

 議   長    明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 暮 れ か ら 雪 が 大 分 降 り ま し て 、 私 も

毎 日 除 雪 し な け れ ば な ら な い と い う 状 況 で 、 今 年 も 県 南 で は 豪 雪 に な る の

で は な い か と い う 予 報 に な っ て い る よ う で す 。 新 し い 年 に な り 、 農 業 委 員

会 と し て の 活 動 も 改 め て 頑 張 っ て い か な け れ ば な ら な い と 考 え て い る と こ

ろ で す が 、 国 で も 色 々 と 動 き が あ り そ う で す が 、 私 達 は 私 達 で で き る こ と

を し っ か り と や っ て 、 農 家 の 方 々 に 示 し て い き 、 農 家 の た め に な る 農 業 委

員 会 と し て 活 動 し て い き た い と 考 え て お り ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。 

 議   長    そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ５ 名 。 欠 席 委 員 は ２ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。  

 議   長    次 に 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で し

ょ う か 。  

        『 異 議 な し 』 の 声  

 議   長    そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ 番 藤 村 委 員 、２ 番 佐 藤 委 員 両 名 を 指 名 し ま す 。

会 議 書 記 に は 小 木 田 主 任 を 指 名 し ま す 。  

        本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

『 異 議 な し 』 の 声  

 議   長    異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。  

  藤 原 局 長    《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 》 （ １ ５ 時 ０ ７ 分 ）  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。



事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。  

 小 木 田 主 任   報 告 １ 、 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て 。 １ ２ 月 ２ ６ 日 付 け の

照 会 で １ ２ 月 ２ ７ 日 に 藤 村 代 理 、 佐 藤 孝 典 委 員 、 鈴 木 委 員 と 事 務 局 で 現 地

を 確 認 し ま し た 。 申 請 人 は ○ ○ 市 の ○ ○ さ ん 。 土 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿

地 目 田 。 面 積 が ２ ７ １ ㎡ 。 変 更 後 の 地 目 が 宅 地 と な っ て お り ま す 。 土 地 の

現 況 は 非 農 地 。 申 請 地 は 、 昭 和 ４ ２ 年 に ５ 条 転 用 済 の 土 地 で ご ざ い ま す 。

そ の 旨 、 法 務 局 に 回 答 し て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 竹 下 補 佐    報 告 ２ 、 農 地 法 第 ５ 条 許 可 申 請 の 取 下 書 に つ い て で す 。 砂 利 採 取 事 業 の

中 止 と い う こ と で 有 限 会 社 ○ ○ よ り 取 下 書 の 提 出 が あ り ま し た 。 所 在 に つ

い て は 、 ○ ○ 他 。 取 り 下 げ 理 由 は 、 砂 利 採 取 予 定 地 か ら 事 前 調 査 に よ り 埋

蔵 文 化 財 、 住 居 の よ う な も の が 発 見 さ れ た た め 中 止 す る と い う こ と で す 。

続 き ま し て 報 告 ３ 、 予 算 関 係 に つ い て で す 。 ま だ 査 定 が 終 わ っ て い な い の

で 予 算 要 求 と い う 段 階 で す 。 内 訳 に つ き ま し て は 記 載 の と お り で ご ざ い ま

す 。 以 上 で す 。  

 議   長    そ れ で は 、 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 １ 号 、 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許

可 申 請 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 １ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農 地 法 第 ３

条 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議 の う え 許 可 の 可

否 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ４ 年 １ 月 ５ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、

羽 川 正 幸 。   

 小 木 田 主 任   議 案 第 １ 号 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登

記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， ４ ９ ６ ㎡ 。 合 計 ７ 筆 の ３ ， ４ １ ０ ㎡ 。 ３ 条 使

用 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ８ ６ 才 。 借

受 人 が 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ２ 才 。 申 請 地 は 貸 付 人 が 経 営 移 譲 年 金



受 給 の た め に 、 第 三 者 に 経 営 移 譲 し て お り ま し た が 合 意 解 約 し 、 後 継 者 に

経 営 移 譲 す る も の で す 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 ２ 人 が 農 作 業 従 事 。 備 考

と い た し ま し て 、 期 間 が 許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し

て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ７ ４ ０

㎡ 。 合 計 ５ 筆 の １ ３ ， ０ ８ ０ ㎡ 。 ３ 条 使 用 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。

貸 付 人 は ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ８ １ 才 。 借 受 人 が 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん

２ ３ 才 。 申 請 人 両 名 は 同 一 世 帯 の 家 族 で ご ざ い ま す 。 ○ ○ さ ん は ８ １ 才 と

高 齢 で す の で 、 孫 に 当 た る ○ ○ さ ん に 経 営 を 任 せ た い と い う こ と で 今 回 の

申 請 に 至 っ た と の こ と で す 。 世 帯 の 稼 働 人 員 は ５ 人 中 ２ 人 が 農 作 業 従 事 。

備 考 と い た し ま し て 、 期 間 が 許 可 日 よ り １ ０ 年 間 と な っ て お り ま す 。 整 理

番 号 ３ 番 に つ き ま し て は 更 新 の 案 件 と な っ て お り ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ

て い た だ き ま す 。 議 案 第 １ 号 の 各 案 件 に つ き ま し て 、 農 地 法 第 ３ 条 第 ２ 項

各 号 に 該 当 し な い 旨 ご 報 告 し ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 、 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番

に つ い て は １ ４ 番 高 橋 委 員 よ り お 願 い し ま す 。  

 14番 高 橋    《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》  

 議   長    次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て は 、 ９ 番 鈴 木 委 員 が 担 当 で す が 、 欠 席 で す

の で ３ 条 調 書 を 参 考 に 審 議 を お 願 い し ま す 。  

 議   長    現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 議 案 第 １ 号 に つ い て ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ

い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 １ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い

ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  



 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 １ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に 決

定 し ま す 。           （ １ ５ 時 １ ９ 分 ）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ２ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て

を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長    議 案 第 ２ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農 地

法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議 を

求 め る も の で す 。 平 成 ２ ４ 年 １ 月 ５ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川

正 幸 。  

 竹 下 補 佐    議 案 第 ２ 号 に つ い て 説 明 し ま す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑

の ８ １ １ ㎡ の う ち ３ ６ ． ３ ６ ㎡ 。 権 利 の 設 定 は 所 有 権 移 転 で す 。 譲 渡 人 が

○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 が ○ ○ で す 。 転 用 目 的 は 消 防 ポ ン プ 庫 の 建 築

で ご ざ い ま す 。転 用 理 由 は ○ ○ 消 防 ポ ン プ 庫 建 設 の た め と な っ て お り ま す 。

別 冊 資 料 を ご 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。 申 請 地 の 位 置 が 主 要 地 方 道 ○ ○

線 の ○ ○ 橋 の 手 前 か ら 市 道 に 入 り 数 十 メ ー ト ル の と こ ろ の ○ ○ 会 館 の 隣 接

地 で あ り ま す 。 事 業 計 画 で す が 、 事 業 費 が 総 額 ５ ， ２ ３ ６ ， ３ １ ０ 円 。 内

訳 は 記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 転 用 事 業 に 関 連 す る 他 法 令 に つ い て は 、

農 振 除 外 申 請 中 で 除 外 見 込 み と な っ て お り ま す 。被 害 防 除 計 画 に つ い て は 、

土 盛 り 部 分 に Ｌ 型 擁 壁 を 設 け て 土 留 め を す る と な っ て お り ま す 。 排 水 に つ

い て は 、 雨 水 は 自 然 流 下 と な っ て お り ま す 。 次 の ペ ー ジ か ら は 、 各 種 図 面

を 載 せ て い ま す 。 申 請 地 に つ き ま し て は 第 １ 種 、 第 ３ 種 農 地 に 該 当 し な い

た め 第 ２ 種 農 地 と 判 断 さ れ ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 、 現 地 報 告 を １ ６ 番 山 手 委 員 よ り お 願 い し

ま す 。  

 16番 山 手    １ ２ 月 ２ ８ 日 に 、 申 請 人 と 私 と 事 務 局 で 現 地 を 確 認 し て ま い り ま し た 。



現 地 は 雪 が あ り ま し た が 、場 所 は 確 認 で き ま し た 。図 面 に ○ ○ 商 店 と あ り 、

そ の 隣 に ポ ン プ 庫 が あ り ま す が 、 ○ ○ 橋 の 改 修 に 伴 う 道 路 改 修 に よ っ て 袋

小 路 の よ う な 状 態 に な り ポ ン プ 車 の 出 入 り が 不 便 だ と い う こ と で 、 今 回 の

譲 渡 人 が 前 々 か ら 土 地 を 提 供 し た い と 申 し 出 が あ り 、 ○ ○ 会 館 の 隣 接 地 が

適 地 で は な い か と い う こ と で 、 申 請 に 至 っ た と の こ と で し た 。 隣 接 地 等 問

題 な い こ と を 確 認 し て お り ま す の で ご 審 議 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 議   長    現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ２ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い

ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ 号 に つ い て は 許 可 相 当 と す る こ

と に 決 定 し ま す 。         （ １ ５ 時 ２ ９ 分 ）  

 議   長    次 に 、 議 案 第 ３ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を 上

程 し ま す が 、利 害 関 係 者 の 退 席 を 求 め ま す 。２ ３ 番 佐 藤 委 員 お 願 い し ま す 。  

        ２ ３ 番 佐 藤 退 席 （ １ ５ 時 ３ ０ 分 ）  

 議   長    そ れ で は 、 議 案 第 ３ 号 整 理 番 号 ２ ４ 番 に つ い て 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 局 長   議 案 第 ３ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す

る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 、

別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮 問 を 受 け

た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ４ 年 １ 月 ５ 日 提

出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。   

 藤 原 主 任    整 理 番 号 ２ ４ 番 に つ い て 説 明 し ま す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共

に 田 。 面 積 が ７ ２ ５ ㎡ 。 合 計 ２ 筆 の １ ， ３ ２ ７ ㎡ 。 利 用 権 再 設 定 の 案 件 で



ご ざ い ま す 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ５ 才 。 受 け る の が 同 じ く

○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ １ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃

借 料 が １ ０ ａ 当 た り １ ８ 千 円 の 年 額 ２ ３ 千 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○

さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 と 露 地 野 菜 と な っ て お り ま す 。 以

上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ 号 の 整 理 番 号 ２ ４ 番 に つ い て は 、 適 正 と 認

め る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ３ 号 の 整 理 番 号 ２ ４ 番 に つ い て は

適 正 と 認 め る こ と に 決 定 し ま す 。 ２ ３ 番 佐 藤 委 員 の 復 帰 を お 願 い し ま す 。  

        ２ ３ 番 佐 藤 帰 席 （ １ ５ 時 ３ ２ 分 ）  

 議   長    そ れ で は 、 議 案 第 ３ 号 の 整 理 番 号 ２ ４ 番 を 除 く 案 件 を 一 括 上 程 し ま す 。

説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    整 理 番 号 １ 番 、 所 有 権 移 転 の 案 件 か ら 説 明 し ま す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。

登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ８ ７ ９ ㎡ 。 移 転 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７

５ 才 。 受 け る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ２ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売

買 価 格 が 総 額 １ ０ ０ 万 円 。 移 転 の 時 期 、 支 払 方 法 、 期 限 は 記 載 の と お り で

ご ざ い ま す 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型

は 稲 作 と 露 地 野 菜 。 売 買 単 価 が １ ０ ａ 当 た り １ ， １ ３ ７ ， ６ ５ ６ 円 と な っ

て お り ま す 。 単 価 が 高 い 設 定 に な っ て お り ま す が 、 基 盤 整 備 済 み の 農 地 で

合 作 地 と な っ て お り ま す 。譲 受 人 が 無 償 で 利 用 し て い た と い う こ と も あ り 、

こ の よ う な 単 価 に し た と の こ と で し た 。 資 金 に つ い て は 、 自 己 資 金 で の 対



応 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 、 ○ ○ 。 登

記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ， ０ ６ ４ ㎡ 。 合 計 ３ 筆 の ９ ， １ ７ １ ㎡ 。 移 転 す

る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ８ 才 。 受 け る の が 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん

５ ３ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 が １ ０ ａ 当 た り ７ ０ 万 円 の 総 額

６ ３ ０ 万 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型

は 稲 作 と 養 豚 。 資 金 は ス ー パ ー Ｌ 資 金 を 活 用 す る と の こ と で す 。 続 き ま し

て 整 理 番 号 ３ 番 。農 地 の 所 在 が ○ ○ 。登 記 簿 現 況 共 に 田 。面 積 が ２ ９ ０ ㎡ 。

合 計 ２ 筆 の ６ ７ ５ ㎡ 。 移 転 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ７ 才 。 受 け る の

が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り

２ ５ 万 円 の 総 額 １ ６ ８ ， ７ ５ ０ 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ の 営 農 類 型

は 稲 作 と 穀 類 、 豆 類 で す 。 資 金 は 自 己 資 金 で の 対 応 と な っ て お り ま す 。 続

き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ５

０ ９ ㎡ 。 合 計 ８ 筆 の ５ ， ３ ６ １ ㎡ 。 移 転 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ３

才 。受 け る の が 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ４ ９ 才 。利 用 目 的 は 水 田 と し て 。

売 買 価 格 が １ ０ ａ 当 た り ３ ７ ３ ， ０ ６ ４ 円 の 総 額 ２ ０ ０ 万 円 。 備 考 と い た

し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 中 心 。 資 金 は 自 己

資 金 で の 対 応 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が

○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， ３ ２ ３ ㎡ 。 合 計 ９ 筆 の １ ３ ， ２ ７ １

㎡ 。 移 転 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ５ 才 。 受 け る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○

さ ん ５ ２ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り １ ３ ５ ， ６

３ ４ 円 の 総 額 １ ８ ０ 万 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で

す 。 営 農 類 型 は 稲 作 中 心 。 資 金 は Ｊ Ａ 資 金 を 活 用 す る と の こ と で し た 。 整

理 番 号 ６ 番 か ら は 利 用 権 設 定 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登

記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ ９ ９ ㎡ 。 合 計 １ ０ 筆 の ５ ， ３ ５ ４ ㎡ 。 利 用 権 を



設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ０ 才 。 受 け る の が 農 協 を 通 し て 農 業 組

合 法 人 ○ ○ 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当

た り １ ８ 千 円 の 年 額 ９ ６ ， ３ ７ ２ 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ の 営 農 類

型 は 稲 作 と 露 地 野 菜 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ７ 番 。 農 地 の

所 在 が ○ ○ 。登 記 簿 現 況 共 に 田 。面 積 が １ ，０ ８ ２ ㎡ 。合 計 ２ １ 筆 の ３ ５ ，

７ ４ ４ ㎡ 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ４ 才 。 受 け る の が 農 協 を 通

し て ○ ○ 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た

り １ ５ 千 円 の 年 額 ５ ３ ６ ， １ ６ ０ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番

号 ９ 番 。 農 地 の 所 在 が 、 ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ５ ２ ４ ㎡ 。 合 計

１ １ 筆 の ８ ， ０ ５ ５ ㎡ 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ０ 才 。 受 け る

の が 農 協 を 通 し て 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ５ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し

て 。 期 間 が ６ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り １ ５ 千 円 の 年 額 １ ２ ０ ， ８ ２ ５

円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 と

露 地 野 菜 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ １ 番 。 農 地 の 所 在 が ○

○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ ， １ ９ ２ ㎡ 。 合 計 ４ 筆 の ５ ， ４ ０ １ ㎡ 。

設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ８ 才 。 受 け る の が 農 協 を 通 し て ○ ○ 地

区 の ○ ○ さ ん ６ ０ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃 借 料 は

１ ０ ａ 当 た り １ ５ 千 円 の 年 額 ８ １ ， ０ １ ５ 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○

さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 と 施 設 野 菜 と な っ て お り ま す 。 続

き ま し て 整 理 番 号 １ ３ 番 。 農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が

１ ， ０ ４ ０ ㎡ 。 合 計 １ ９ 筆 の ２ ２ ， １ ０ ３ ㎡ 。 設 定 す る の が 、 ○ ○ 地 区 の

○ ○ さ ん ５ ９ 才 。 受 け る の が 農 協 を 通 し て ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ４ 才 。 利

用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は ６ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り １ ５ 千 円 の 年

額 ３ ３ １ ， ５ ４ ５ 円 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。



営 農 類 型 は 稲 作 と 施 設 野 菜 と な っ て お り ま す 。続 き ま し て 整 理 番 号 １ ５ 番 。

農 地 の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ２ ９ ９ ㎡ 。 合 計 １ ５ 筆 の １

３ ， ４ ８ ７ ㎡ 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ５ 才 。 受 け る の が 農 協

を 通 し て 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ４ ９ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間

が １ ０ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り １ ７ 千 円 の 年 額 ２ ２ ９ ， ２ ７ ９ 円 。 備

考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 中 心 と な

っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ７ 番 。 農 地 の 所 在 が 、 ○ ○ 。 登 記 簿

現 況 共 に 田 。 面 積 が ３ １ ６ ㎡ 。 合 計 ７ 筆 の ８ ， ３ ９ ３ ㎡ 。 設 定 す る の が ○

○ 地 区 の ○ ○ さ ん ７ ２ 才 。 受 け る の が 同 じ く ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ５ ３ 才 。

利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 が ９ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０ ａ 当 た り １ ６ 千 円 の

年 額 １ ３ ４ ，２ ８ ８ 円 。備 考 と い た し ま し て 、○ ○ さ ん は 認 定 農 業 者 で す 。

営 農 類 型 は 稲 作 中 心 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ８ 番 。 農 地

の 所 在 が ○ ○ 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ７ ０ ４ ㎡ 。 合 計 １ ０ 筆 の １ ０ ，

７ ６ ３ ㎡ 。 設 定 す る の が ○ ○ 地 区 の ○ ○ さ ん ６ ３ 才 。 受 け る の が ○ ○ 地 区

の ○ ○ さ ん ６ ２ 才 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 が ５ 年 間 。 賃 借 料 が １ ０

ａ 当 た り 米 １ 俵 の 年 額 １ ０ 俵 。 備 考 と い た し ま し て 、 ○ ○ さ ん は 認 定 農 業

者 で す 。 営 農 類 型 は 稲 作 と 施 設 野 菜 と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 １ ９ 番 か

ら は 再 設 定 の 案 件 で す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ３ 号 の 整 理 番 号 ２ ４ 番 を 除 く 案 件 に つ い て は

適 正 と 認 め る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 異 議 無 し 』 の 声  

 議   長    異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 議 案 第 ３ 号 の 整 理 番 号 ２ ４ 番 を 除 く 案 件 に



つ い て は 適 正 と 認 め る こ と に 決 定 し ま す 。     （ １ ５ 時 ４ ６ 分 ）  

 議   長    予 定 さ れ て い た 議 案 が 終 了 し ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等 ご ざ い ま

し た ら お 願 い し ま す 。 議 会 か ら の 報 告 は あ り ま せ ん か 。  

 11番 黒 沢    木 質 バ イ オ に つ い て は 皆 さ ん 心 配 し て い る と こ ろ だ と 思 い ま す 。 改 造 計

画 が あ り 、 １ 月 ９ 日 か ら チ ッ プ ボ イ ラ ー の 試 験 運 転 を す る と い う 話 を 聞 き

ま し た 。 試 験 運 転 は １ 月 い っ ぱ い 行 い 、 電 気 の 稼 働 は ２ 月 に 入 っ て か ら の

稼 働 と い う こ と で し た 。 実 質 電 気 と お 湯 が に し き 園 と ク リ オ ン に 供 給 さ れ

る の は ３ 月 に 入 っ て か ら に な る の で は な い か と い う こ と で し た 。以 上 で す 。 

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。 農 協 か ら の 報 告 は あ り ま せ ん か 。  

 10番 藤 川    １ ２ 月 ２ ２ 日 現 在 の 米 の 買 入 状 況 に つ い て で す 。 角 館 地 区 が ６ ５ ， ２ ３

４ ． ７ 俵 で 、 出 荷 率 が ９ １ ． ８ ％ 。 一 等 米 比 率 が ９ ４ ． ７ ％ と な っ て お り

ま す 。 西 木 地 区 が ３ ７ ， ８ ７ ０ ． ４ 俵 で 、 出 荷 率 が ７ ８ ． ７ ％ 。 一 等 米 比

率 が ９ ４ ． ５ ％ と な っ て お り ま す 。 田 沢 湖 地 区 が ８ ３ ， ７ ６ ９ ． ５ 俵 で 、

出 荷 率 が ８ ３ ． ５ ％ 。 一 等 米 比 率 が ９ ６ ． ７ と な っ て お り ま す 。 全 体 で は

１ ２ ８ 万 俵 で 、 出 荷 率 が ８ ７ ． ５ ％ と な っ て お り ま す 。 大 豆 に つ き ま し て

は 、角 館 地 区 が ３ ，５ ０ ０ 袋 の 計 画 に 対 し て １ ，５ ７ ７ 袋 。西 木 地 区 が ０ 。

田 沢 湖 地 区 が １ ， ５ ７ ５ 袋 の 計 画 に 対 し て ６ ８ ４ 袋 と な っ て お り ま す 。 次

に 、 前 回 総 会 に て 質 問 が あ っ た 口 座 振 込 か ら そ れ に 関 す る 文 書 が 出 る の が

遅 い の で は な い か と い う こ と に つ い て で す 。 こ れ に つ き ま し て は 、 皆 さ ん

に １ 日 で も 早 く お 届 け で き る よ う に 努 力 し ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た

し ま す と い う 回 答 で し た 。 次 に 、 ゆ め お ば こ の 作 付 指 導 に つ い て で す が 、

栽 培 地 域 を 確 定 し な い ま ま 作 付 誘 導 し た 米 に 関 し て は お 詫 び を 申 し 上 げ る

と い う こ と と 、 今 後 、 昨 年 の よ う な 色 々 な 事 情 を 併 せ ま し て 技 術 指 導 を 確

率 し て い く と い う こ と を 申 し て お り ま し た 。 田 沢 湖 営 農 セ ン タ ー で は 、 ３



月 中 に 稲 作 講 演 会 を 開 催 す る 予 定 で ご ざ い ま す の で 皆 さ ん 是 非 、 ご 出 席 く

だ さ る よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 11番 黒 沢    議 長 。  

 議   長    ど う ぞ 。  

 11番 黒 沢    も う １ 件 報 告 が あ り ま し た 。 震 災 瓦 礫 の 受 入 に つ い て で す 。 県 で は 受 け

入 れ る こ と に な り ま し た が 、 あ と は 各 自 治 体 で ど う か と い う と こ ろ で す 。

仙 北 市 で は 受 入 す る 意 志 が あ る と い う こ と で す が 、 場 所 は 田 沢 湖 地 区 の 最

終 処 分 場 に な り ま す 。 こ れ か ら 、 近 隣 の 住 民 へ の 説 明 会 を 開 き 、 皆 さ ん に

は ご 迷 惑 を か け な い よ う に 対 策 に 当 た り た い と 考 え て お り ま す 。 放 射 能 に

つ い て も 、 安 全 を 確 認 し て か ら の 受 入 に な る の で 問 題 な い と 思 わ れ ま す の

で よ ろ し く お 願 い し ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 ６ 番 倉 橋    は い 、 ６ 番 。  

 議   長    ど う ぞ 。  

 ６ 番 倉 橋    こ の 件 に つ い て は 、 今 年 に 入 っ て か ら 何 度 か 住 民 が 集 ま り 相 談 し て い ま

す 。 こ れ か ら 正 式 に 説 明 を 受 け て か ら 色 々 と 要 望 が 出 て く る と 思 い ま す の

で 、 そ の 際 は 御 協 力 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 議   長    他 に ご 意 見 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

 12番 青 柳    農 協 さ ん の 報 告 で ゆ め お ば こ の 稲 作 講 演 会 を 田 沢 湖 地 区 で 開 催 す る と の

こ と で し た が 、 田 沢 湖 地 区 に 限 ら ず 開 催 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

 10番 藤 川    努 力 し ま す 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

 ２ 番 佐 藤    は い 。 ２ 番 。  



 議   長    ど う ぞ 。  

 ２ 番 佐 藤    ゆ め お ば こ の 指 導 に つ い て で す が 、 こ れ か ら の 指 導 と い う こ と で す が 実

際 種 を 買 っ て い ま す 。 な か な か 難 し い と 言 わ れ て も 種 を 買 っ て し ま っ て い

る の で 調 整 で き な い 。 代 わ り の 種 が あ れ ば ど う に か な る が 、 指 導 が 遅 い の

で は な い か と 思 う 。 今 年 の 秋 か ら は 、 指 導 を も う 少 し 早 め に 行 っ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

 10番 藤 川    は い 。 分 か り ま し た 。  

 議   長    種 の 注 文 が 早 す ぎ る 気 が し ま す 。 稲 刈 り の 最 中 に 種 の 注 文 が 来 た り す る

の で 困 り ま す 。  

 10番 藤 川    ゆ え お ば こ に 関 し て は 、 平 野 部 は あ る 程 度 収 量 が 多 か っ た の で 、 ど こ ま

で の 範 囲 で 指 導 し て い く の か 今 後 検 討 し な け れ ば な ら な い と 思 っ て い ま す 。

加 工 用 米 と し て の ゆ め お ば こ は 非 常 に 有 望 で か つ 、 売 れ て い ま す 。 酒 米 と

し て も か な り 出 荷 さ れ て い ま す 。 来 年 も 今 年 の 倍 以 上 の 注 文 が 来 て い ま す

の で 、 で き れ ば 栽 培 を 増 や し て い た だ き た い と の こ と で し た 。  

 議   長    是 非 、良 い 指 導 を し て い た だ き た い と 思 い ま す 。こ こ で 暫 時 休 憩 し ま す 。  

        休 憩 （ １ ６ 時 ０ ３ 分 ）  

        再 開 （ １ ６ 時 １ ０ 分 ）  

 議   長    休 憩 以 前 に 戻 り 、 会 議 を 再 開 し ま す 。  

 議   長    協 議 に 入 り ま す 。 事 務 局 よ り 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 竹 下 補 佐    椈 森 牧 場 見 取 図 と い う 資 料 を ご 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。協 議 事 項 １ 、

農 地 基 本 台 帳 に 係 る 現 況 地 目 の 変 更 に つ い て で す 。 変 更 す る 土 地 は 田 沢 湖

玉 川 字 蒲 谷 地 ３ ０ １ の ４ １ ３ ． ７ ｈ ａ 。 草 地 造 成 し た 面 積 が ２ ３ ８ ． ３ ５

ｈ ａ 。 こ の 部 分 が 牧 場 と し て 利 用 さ れ て い た と こ ろ で す 。 そ の う ち の １ ２

０ ｈ ａ を 被 災 者 営 農 継 続 支 援 耕 作 放 棄 地 活 用 事 業 を 活 用 し 再 生 す る た め に



地 目 変 更 し 、 採 草 放 牧 地 か ら 畑 に し た い と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ に

つ き ま し て は 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 菜 の 花 ネ ッ ト ワ ー ク が 再 生 し て 菜 の 花 を 栽 培 し

た い と い う こ と で 県 の 畜 産 振 興 課 へ 相 談 し た よ う で す 。 県 で は ２ ３ ８ ｈ ａ

の う ち 、 田 口 晶 英 さ ん 、 菅 原 孝 作 さ ん が 現 在 借 り 受 け て い る と こ ろ が ３ ０

ｈ ａ ほ ど あ り ま す が 、 菜 の 花 ネ ッ ト ワ ー ク に 貸 す こ と が で き る の は １ ２ ０

ｈ ａ ほ ど で あ る と い う こ と で 話 が 進 ん で い っ た よ う で す 。 再 生 す る の は 、

菜 の 花 ネ ッ ト ワ ー ク の 農 業 部 門 を 担 っ て い る 合 同 会 社 大 地 で す 。 今 回 、 耕

作 放 棄 地 の 事 業 を 実 施 す る 要 件 と し て 農 振 農 用 地 で 農 地 で あ る こ と と あ り

ま す の で 現 況 地 目 を 畑 に 変 更 す る と い う こ と で す 。 以 上 で す 。  

 議   長    こ れ に つ き ま し て は 、 今 ま で 牧 草 地 と し て 利 用 し て い た 場 所 で す が 、 国

か ら の 指 導 で 肥 培 管 理 さ れ て い た と い う 理 由 が あ る た め 畑 に 地 目 変 更 し て

も 良 い と い う こ と の よ う で す 。 こ の こ と に つ い て 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

 11番 黒 沢    は い 。 １ １ 番 。  

 議   長    ど う ぞ 。  

 11番 黒 沢    現 在 、 ○ ○ さ ん と ○ ○ さ ん が 牧 草 と 大 根 を 栽 培 し て い る 場 所 を 昨 年 見 て

ま い り ま し た が 、Ｊ Ａ が 仙 北 市 に 昨 年 試 験 的 に キ ャ ベ ツ 、白 菜 等 を 栽 培 し 、

今 年 か ら 県 の 振 興 局 と 連 動 し 高 原 野 菜 を 栽 培 す る 計 画 が あ る と 聞 い て お り

ま す 。 こ れ か ら 仙 北 市 の 農 家 と 協 議 し な が ら 協 議 会 を 立 ち 上 げ 、 県 も 腰 を

上 げ て Ｊ Ａ の 組 合 長 と 仙 北 市 と 共 に や り ま し ょ う と い う 計 画 も あ る と い う

こ と で し た の で 、 ご 報 告 し ま す 。 以 上 で す 。  

 竹 下 補 佐    そ れ に つ き ま し て は 、 こ ち ら に も 情 報 が 入 っ て い ま す 。 県 も 調 整 を 図 っ

て 、 地 元 の 方 を 優 先 す る と い う こ と で 重 複 等 は 無 い と 思 い ま す 。  

 議   長    こ の よ う に 色 々 と 利 用 し て い た だ く こ と は 良 い こ と だ と 思 い ま す 。 他 に

あ り ま せ ん か 。  



 22番 山 本    議 長 。  

 議   長    ど う ぞ 。  

 22番 山 本    土 の 質 は ど の よ う な 状 況 で す か 。  

 藤 原 局 長    県 か ら 依 頼 を 受 け ま し て 、 １ ２ 月 に 土 を 採 取 し て ま い り ま し た が 、 現 在

調 査 中 と の こ と で す 。 採 取 し た と き の 状 況 は 赤 粘 土 系 の 土 で し た 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    そ れ で は 協 議 事 項 ２ 、 選 挙 人 名 簿 登 載 申 請 書 に 代 わ る べ き 文 書 の 取 扱 い

に つ い て 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    農 業 委 員 会 選 挙 人 名 簿 登 載 申 請 書 に 代 わ る べ き 文 書 の 取 扱 い に つ い て で

す 。 農 業 委 員 会 等 に 関 す る 法 律 施 行 令 第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 程 に よ り 、 申 請 書

を 提 出 し な い も の が あ る と き は 、 農 業 委 員 会 は 申 請 書 に 代 わ る べ き 文 書 を

作 成 し 、 選 挙 管 理 委 員 会 に 提 出 す る こ と が で き る 事 と な っ て お り ま す 。 平

成 ２ ３ 年 ま で は 、 世 帯 で ２ ０ 歳 以 上 の 方 全 て を 申 請 し て お り ま し た が 、 平

成 ２ ４ 年 よ り 世 帯 主 の み 、 経 営 移 譲 の 場 合 は 受 け た 方 の み の 申 請 と す る こ

と を 提 案 し ま す 。 理 由 と し て は 、 代 わ る べ き 文 書 の 場 合 、 原 則 ２ ０ 歳 以 上

の 方 全 て 申 請 さ れ る た め 、 申 請 書 を 提 出 し た 方 と の 調 整 を 図 る た め で す 。

参 考 ま で に で す が 、 近 隣 市 町 村 の 状 況 は 大 仙 市 、 美 郷 町 、 横 手 市 で は 世 帯

主 の み の 申 請 と な っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    こ の こ と に つ い て ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

 ８ 番 大 山    は い 。 ８ 番 。  

 議   長    ど う ぞ 。  

 ８ 番 大 山    変 更 し た 点 を 農 家 の 方 々 に 示 さ な け れ ば 、 昨 年 は 代 わ る べ き 文 書 で 全 員

申 請 さ れ て い た か ら 、 今 年 も 出 さ な く て も 大 丈 夫 だ と 安 易 に 考 え て い る 方



も い る か も 知 れ ま せ ん の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    次 の 選 挙 の と き に こ の 名 簿 が 非 常 に 重 要 に な っ て く る と 思 い ま す の で 、

今 後 周 知 を 徹 底 し て い き た い と 思 っ て お り ま す 。  

 議   長    他 に あ り ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    そ れ で は 協 議 事 項 ３ 、法 関 係 の 調 書 作 成 方 に つ い て 説 明 を お 願 い し ま す 。 

 小 木 田 主 任   協 議 事 項 ３ に つ い て 説 明 し ま す 。資 料 の １ ペ ー ジ か ら ４ ペ ー ジ は 農 地 法 、

基 盤 強 化 法 の 許 可 申 請 受 付 か ら 審 議 ま で の 流 れ と 、 許 可 申 請 に 必 要 な 書 類

等 を 載 せ て い ま す 。 こ れ に つ き ま し て は 、 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に 同 じ も の を

掲 載 し て お り ま す の で イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 さ れ て い る 方 は そ ち ら も 参 考

に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 農 地 法 の 許 可 申 請 が あ っ た 場 合 、 担 当 委

員 に よ る 現 地 調 査 が 必 要 に な り ま す 。 担 当 委 員 に つ き ま し て は １ ２ 月 ２ ０

日 の 総 会 で 皆 さ ん に ご 協 議 い た だ い き ま し た 。 例 え ば 、 申 請 人 の 住 所 が 神

代 地 区 で 、 梅 沢 地 区 の 大 山 委 員 の 方 が 近 く 、 お 願 い し や す い と い っ た 場 合

は 、 大 山 委 員 に 担 当 委 員 を お 願 い す る と う い う よ う な 方 法 を 取 り た い と 考

え て お り ま す 。 農 地 法 第 ３ 条 の 現 地 調 査 の 際 に ３ 条 調 書 を 作 成 と あ り ま す

が 、 ３ 条 の 許 可 基 準 に つ い て 、 農 地 法 第 ３ 条 第 ２ 項 の １ 号 か ら ７ 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 場 合 は 不 許 可 と な り ま す 。 現 地 調 査 の 際 に 申 請 者 へ の 聞 き

取 り 調 査 を 行 い 、 ３ 条 の 調 書 を 作 成 し て く だ さ い 。 ６ ペ ー ジ に 実 際 に 委 員

の 方 に 提 出 し て い た だ い た も の を 記 載 例 と し て 載 せ て い ま す の で 参 考 に し

て い た だ き た い と 思 い ま す 。 現 地 調 査 の 通 知 を 送 付 す る 際 に も 記 載 例 は 同

封 し ま す 。 法 務 局 、 裁 判 所 か ら の 照 会 に 係 る 現 地 調 査 に つ い て で す が 、 昨

年 ま で は 代 理 、 農 地 委 員 長 、 担 当 委 員 の ３ 名 に 依 頼 し て い ま し た が 、 同 一

地 区 の 調 査 依 頼 が か な り あ っ た た め 、 ３ 名 に か な り 負 担 を 掛 け て し ま っ た



と い う こ と で 、 今 年 か ら は 農 地 専 門 委 員 会 を ３ 名 １ 組 の ５ 班 編 成 し 調 査 を

依 頼 す る こ と を 案 と し て 考 え て お り ま す 。 ど う し て も 日 程 の 調 整 が 取 れ な

い 等 事 由 が あ っ た 場 合 は 、 次 の 班 の 誰 か に 依 頼 す る と い っ た 方 法 を 取 り た

い と 考 え て お り ま す の で 、 ご 協 議 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 最 後 に 、 農

業 委 員 活 動 記 録 カ ー ド の 提 出 に つ い て で す が 、農 業 委 員 活 動 記 録 を 集 計 し 、

関 係 機 関 へ 報 告 す る こ と が 義 務 づ け ら れ て お り ま す 。 カ ー ド を 提 出 し な か

っ た 場 合 は 活 動 記 録 と し て 残 り ま せ ん の で 必 ず 提 出 し て く だ さ る よ う よ ろ

し く お 願 い い た し ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    新 し く 農 業 委 員 に な ら れ た 方 々 は 、総 会 前 に 研 修 を 受 け た と 思 い ま す が 、

こ れ も 参 考 に し て 活 動 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 活 動 記 録 カ ー ド に つ

き ま し て は 、 簡 単 な 記 入 で よ ろ し い で す の で 必 ず 提 出 し て い た だ き た い と

思 い ま す 。 照 会 に 係 る 現 地 調 査 に つ い て は 、 代 理 と 農 地 委 員 長 は 必 ず 出 席

と い う こ と で か な り 負 担 を 掛 け て し ま っ た こ と を お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 同

一 地 区 に 偏 っ た と い う こ と も あ り 、担 当 委 員 の 方 に も ご 難 儀 を 掛 け ま し た 。

こ の こ と に つ い て 何 か 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。  

        『 無 し 』 の 声 あ り  

 議   長    次 に 協 議 事 項 ４ の 農 業 委 員 会 だ よ り の 校 正 に つ い て 説 明 を お 願 い し ま す 。 

 竹 下 補 佐    農 業 委 員 会 だ よ り に つ い て で す が 、 農 政 専 門 委 員 会 で 編 集 作 業 を 行 っ て

お り ま す 。 昨 年 中 に ほ ぼ 原 案 が で き あ が り ま し た 。 改 選 が あ っ た の で 委 員

の 紹 介 を し た い と い う こ と で 従 来 １ 月 １ 日 発 行 だ っ た も の を １ 月 １ ５ 日 の

発 行 と す る こ と に し ま し た 。 皆 さ ん に 配 布 し た も の は ま だ 完 成 し て い な い

も の で す が 、 修 正 点 等 あ り ま し た ら 明 日 、 明 後 日 ま で 事 務 局 ま で ご 連 絡 い

た だ け る よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 議   長    こ こ ま で で 、 質 問 等 は あ り ま せ ん か 。  



 ３ 番 糸 井    平 成 ２ ４ 年 の 作 付 配 分 に つ い て で す が 、 各 農 家 で き れ ば 正 月 過 ぎ こ ろ に

情 報 を 得 た い と い う こ と で し た 。 情 報 を も う 少 し 早 く 流 し て い た だ け な い

か と 思 っ て お り ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    こ の こ と に つ い て は 、 協 議 事 項 の そ の 他 で 報 告 す る 予 定 で し た の で 事 務

局 よ り 説 明 を お 願 い し ま す 。  

 藤 原 主 任    事 前 に 配 布 さ れ て い る 参 考 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。 １ ２ 月 末 に 県 か ら 市 町

村 に 市 町 村 配 分 が 来 ま し た 。 以 前 は 、 正 月 に 通 知 を 出 し て い ま し た が 、 県

か ら 情 報 が 入 っ て く る の が １ ２ 月 末 と い う こ と で い く ら 頑 張 っ て も 各 農 家

に 届 く の は １ 月 末 か ら ２ 月 に な っ て し ま い ま す の で ご 了 承 い た だ き た い と

思 い ま す 。 転 作 率 に つ き ま し て は 、 市 農 山 村 活 性 課 か ら 情 報 提 供 し て い た

だ い た も の を 資 料 に 載 せ て い ま す の で 参 考 に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。

以 上 で す 。  

 議   長    ３ 番 糸 井 委 員 、 よ ろ し い で す か 。  

 ３ 番 糸 井    そ の よ う な 事 情 も あ る か も 知 れ ま せ ん が 、 会 長 か ら も 強 く 農 山 村 活 性 課

に 要 望 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。  

 議   長    は い 。 十 分 に 伝 え ま す 。 そ れ と 、 皆 さ ん に 番 付 表 の よ う な 資 料 が 配 付 さ

れ て い る と 思 い ま す が 、 農 業 新 聞 の 加 入 率 で す 。 ど う か 新 し く 農 業 委 員 に

な ら れ た 方 に は 加 入 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

            （ 閉  会 ）  

 議   長    以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ３ 年 第 １ ５ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た

し ま す 。 お 疲 れ 様 で し た 。 （ １ ７ 時 ０ ０ 分 ）  

 

     上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。  

        平 成 ２ ４ 年   月   日  



 

                 議    長          羽  川  正  幸          

                    署  名  員    １ 番     藤  村  紀  章          

                    署  名  員    ２ 番     佐  藤    和          

 


